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い )

の① 与 式 = - 4 + 6

= 2
.

③ 5 式 =

a
' b × (. 9a )
3 ab

= - 3～

③ 与 式 = R 2
- 2BtB1- √3 × 2√3

= 7 - ②1 - 6

= 1-mm

(2 )

① x鼗 + 2x = 5
⇐ x ' ← 2 x - 5
～mmw ゥ

② 解 の 公式 より

x =
- 2 ±√2 - 4 × 1 x (. 5 )

2 人 1

- 2 ±√√24
ニ

2

- 2 ± 2√6
ニ

2

= - 1 ±√ 6
mum



(3 )

① 標本調査 … 集団 の 一部 を 調査 して 全体を

推定 する 調査
む

全数調査 : 集団全部 を 調査

ア : 全数調査
⑨ : 標本調査

⇒ 川 の 全 ての 水 を 調査 できない
ウ = 全数調査
ェ : 全数調査

② 白 い 球 を x個 とするオレンジの球 30 個 を

追加 したので 球 の 合計 は x + 30 個 m
～

よってオレンジの 球 の割合 は

30一 - ⑦

また 1 σ国個 の 球 を 取 り 出 したときオレンジの
球 が 3 個 なのでオレンジの球 の 割合 は
るー ⑨
10

⑦ と ⑨ が 等 し､ と 推定 して

凸
x +30

= ③



よって

30 × 10 = 3 (x t 30 )

⇒ 300 = 3 x ← 90

次 3x = 210

: .x = 70

よっておよそ 70 個mm

(4 )

の 玉

② U もが 通 る 面 の展開 国 で 考える
B G D

^
1 ひもが最短となる

のは A
. H を 直線

3
で 結んだときで

政
3 F3

ハ
3

ィ ある
G H

LAEH で 三平方 の 定理 より

AH =√ 3 ~ ± 92

= √ 9 + 81

= N90

= 37ocmm



(5 )

2 つのさいころを 投 げたときの 出 る 目 は

6 × 6 = 36 通りんである

① x = a
, Y = b で y = x より b = a

.

よって 2 つの ±ころの 目 が 同 じだから
(a
, b ) = ( 1 , 1

)
,( 2,

2

) .
(

3 ,
3
),

(

4 ,
4
)(

5
.5

)

( 6 . 6 ) の 6 通 り
m

求 める確率 は

6
ー =

十
36 6
w

②
半径4 cm の円 OP の長 さが 4 cm以下

. ⇒ 0 を 中 心 とする 半径 4 cm
の 円 の 周 と 内 側 に

⑤ 0

T
点 P があれば 良 い

ノ

0 Q ①ゆ

左国 より
⑤ ⑧ ⑦

( a,
b
) = ( 1 ,

1
) ,
(
1 , 2 )

.

( 1 , 3 )

( 2 , 1
)
(2 , 2) . (2 ,3) .

( 3 . 1 )
(
3. 2 )

の 8通 り
m

よって ｡求 める 確率 は ⑧篤憑



( 6 )

の①

BCT に対 する円周角 は

等 しいから
LBAC = LBDC

よて

LBAC = 63m

②

∠ EAF = LEDF = 180- 630

= "
7

”

いてい7( 口 BAFD の 内角 の 和 は 3600
\ だから

LAFD = 360~ -(381 "71 "で)
= 360- 272

?

= 880

対頂角 は 等 しから
LBFC = 880

rm



( て )

の v おうぎ 形 の 半径 を rcm と

するとおうぎ形 の 周 の 長さは

× 36040^, = 2 r × 出
～ 直径

= Ir

おうぎ 形 の 周 の 長 さと
. 底面 の 円周 の 長 さは 等 い

から
, 底面 の 円 の半径 を xcm とすると

2x = Ir ⇒ r = 4 x

よっておうぎ形 の 半径 は 座面 の 円 の 半径 の 4 倍
m

② 0
"

おうぎ形 の 中 心 を O
"

とする
① より 底 面 の 円 の 半径 は

ャ
σ

P おうぎ 形 の 半径 の 女 と

ノ
X

⑦
Q

\
の なれば 良 い

ノ. ② ① O' A の垂直= 等分線～
A

⑩

⇒ 0' A との 交点 を P とする
③

② PA の 垂直二等分線
00

⇒ 0
'

A との 交 点 を Q とする
､

O' A = 2PAA点
;̂. QA が 店面 の 半径



③ A を 中 心 として 半径 QA の 円 を
書くく

⇒ O' A の延長線 との交点 が θ である

2
.

( い )

① 点 P は Y = ま x ± にあり x = 3 だから

Y = 上 × 32

=

9

Ʃ

②

点 Q は 点 p c Y軸
ー

σ ､
:
(6 , 18 ) 対称 なので Q (- 3 . )

mm

PQ = 3 - (- 3 )議
よて

= 6

□ PRSQ は 平行 四辺形
. 3
,
8 )
.

6
ノ なので ､ PQ =RSよて

妾 i 言 RS = 6

- 3 3

S は Y軸上 の 点 だから Rax 座標 は 6 である
｡

点 R は y = ま x 上 にあり x = 6 なので

y = 土 × 62 = 18 : R ( 6
,
18 )

mm



直線 QR の 式 を Y = ax tb とおくと , Q( - 3, 5 )

R ( 6 , 18) を 通 るので

z = - 3 a tb ー 一の

18 = 6 a t h ー⑨

⑦× 2 + ⑨ より b = 9 を ⑨ に 代入 して
9 = - 6 a + 2 b 18 = 6a t 9

* ) 18 = 6 a ← b 6 a = 9

27 = 3 b

:
: b = 9

a = '
ょって 傾 き点 ,

切 や 9
mm

(2 )
点 P は Y = 1x上 にあり
x= p なので

(0 , 2 p
2 ) -

2pP(2 p

.
2
p ) Y =Ip

2

1-p) ､ 睾
. Pl

.IpmP
(0
,Ip 2 )

ー (PIP) 点 Q は 点 P と Y軸

⑦

L 対称だから

- p
､

2p

at - p
,Ipymmm



よって

PRLP - L - P ) = 2～
□ PRSQ は平行 四辺形 なので RS = 2P

点S は Y軸 上 にあるから R α x 座標 は 2 p .

点 R は Y 1 x 上 におりx = 2 P だから

Y = Ix (2 p )
:

= 土 × 4 p
2

= 2 p
2

: . R (2 p .2
pm

よてて

SH = 2
p
- Ip

:

m

= 3 p
2

mm

SH = 2 PQ より

話 p = 2 × 2 P ) Ep
= 4 p

⇐ 3 p
- 8 p

= 0 ゃ 3 p
= 8 p

ゃ
p ( 3 p - 8 ) = 0

8
-
∴ P = 0 , 5

p = 0 のとき □ PRS Q は 四角形 にならないので彡



3
.

( い ∠ EBC =LECB～
45” だから OEBC は

= 等辺 三角形 ～
飛ある ｡よて ｡ EB =政

力

(2 )

DEBF と OECA に

おいて
,

EB = E C ーの①

LBEF = LCEA = 900
ー②

対頂角 は等 しので
LEFB = LDFC
～～

ー③

また ､
∠BEF = LCDF = 90
～～

～
. 三角形 の 内角 の 和 は

180
”

だから
LEBF 三 こ∠

B 喂-… GEBFより

LECA.-DFC≈ 一

…
｡ DCF より

③
.
④

.⑤ より

LEBF = LECA 一 ⑥
① . ②

.
⑥ より 1組 の辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

us

寺 しいので

DEBF ≡ 0 ECA (証明終わり )



(3 )

DF = xcm とおく
.

(2 ) より OEBF ≡ OECA
9 だから

” く
｡

BF = CAい
ノ よて

ー

15 ノ BF
=

9 + 6 = 15cmm

ODCF とODBA におて
LCDF = LBDA = 90ーの ①

(2 ) より OEBF ≡ 0 E CA だから

LEBF = LECA
よて

LFCD = LABD ー ②
の② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しから

O DCF ∞ LDBA

対応 する 辺 の 比 は等 しいから

問:
よって
x ( 15 t x ) = 54

⇒ x t 15 x - 54 = 0

∞ (x + 18 )(x- 3 ) = 0

: :x = - 18
.
3

x ≥ 0 f り x = 3 cm



ODFC で平 の 定理烈
DF =√ 3 + 6 ~ 2 =√

9 + 36

= 3√5 cm =√ = 305

OEBF と O DCF に

おいて

∠ BEF = LCDF = 900
ー③3-

\
｡ 対頂角 は等 しから

ー
s

↓ LBFE = LCFD ー④

③
,
④ より 2組の 角 がそれぞれ 等 しいので

DEBF ∞ ODCF

対応 する 辺 の 比 は等 しから

EF :D =
:

.

3 √5 E F = 45

EF 5 m

～同様に

EB :D～=6 15

:
.

3 √5 E B = 90

EB:
m



以上 より □ EBF の 面積 は

上 × ⑤×= =45 m～

屮
( 1 )

①
OOABSL OPQ

また OM = ON より
OM : ON = 1 : 2

よっ

ー
ロ､ ーのの. AB : PQ = に 2
い い

ー
②ー

. PQ = 2 AB

したが , て PQ は AB の

2倍 になる

②
O OABS OOPQ

PQ を AB の 4 倍 にしたい

ので AB : PQ = に 4

よってて

コ
k さ OM : ON = に 4

ール ノ したがって.
4ロ
/

OM - MN = 1 に 3
～



③ 直線OE の 式 を Y = Ax とおくと ε ( 4. 1 ) を

通 るから
1

= 4 a . . a = 4
よ ｡ て 直線 O E は Y = 出 x で , 点 P はこの 直線

上 にあり x = 10 だから

y =④
= ュ
5

よって燃
(2 )

O
'

の 座標 は ( 0
,
n ) より

直線 O
'

H
. 直線 O

'

F

001 の 切 片 は n である

∞ P

@ Q



( a ) 直線 O ' H の 式 を Y =mxtnとおくと

H ( 6 . 1 ) を 通 るから

1 = 6 m t n

⇐ 6 m = 1 - n

ょて

"

}
:= n で 点 P はこの画線上 に

あり x = 10 だから

y =告 ×10 n
= 5 - 55 n tn

=- n + 5
mum

( b ) 直線 O
'

F の 式 を Y = mx tn とおくと
F ( 4 . - 1 ) を 通 るから
- 1 = 4 m th

⇒4 m = - i - n

ょってy” n で 点 Q はこの画線工 に

ありく= 10 だから



:器2
ニ

mh

( 3 )

P の Y 座標は- 5 nt
5

Q の Y 座標 は - ② n - 5
0001

より

PQ=5 nt 5 - .n - 5 )

85 n + 85 = -n + 55 t 5 n + 5
0Q

=- fn+fnt5

= 05 n + 85
～

これが 100 cm になれば 良 いので

5 話 n
tI
5
= 100

) 両辺 ÷ 5

⇒ In + ⑤ = 20



n + 5= 120

: n = 115
mmm


